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スマートコミュニティという 
コンセプト 
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コミュニティを支える様々な社会システムを、コミュニティ全体
でうまく使いこなす。 

様々な段階で、センシング等を活用しつつ、データを収集
し、状況を把握。 

取得したデータをうまく活用することで、コミュニティ全体で
の無駄、無理を発見。あるいは、情報の共有や、活動の協
調・協働により、インフラ等の最適な利活用へ近接。 

例えば、これまで家庭でエネルギーを消費するだけだった
者が、コミュニティ全体の最適運営に貢献することが可能に。 

スマートコミュニティというコンセプト 



              

        
        
        
        

○あらゆるモノやシステムは、ネットワークを構成する、ノードとそのリンクに抽象化。 

○抽象化されたノードとリンクは、抽象化前のモノ（PC、家電等）やシステム（電力システム、交通シ
ステム等）固有の特徴とは無関係に、新たな結合へ。 

○大量発生しているノードとリンクを再構成し、最適制御、新たな価値を創造することが競争力。 

表層的には相互に 
独立したシステム 

インターネット上では人もクル
マもＰＣもＩＰアドレスを割り振ら
れたノードとして等価。 
抽象化された世界において、
相互に連結したシステムとして、
新たなつながりを見いだすこと
が可能に。 

実社会における各ノードや
システム固有の事情は捨
象 
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ＩＯＴ時代のシステムアーキテクチャー 

3 



              

        
        
        
        

医療機器
（MRI）

医療機器
（画像診断）

病院B
被介護者

病院A

介護ロボット

信号機
ETC

カーナビ

ヒートポンプ
・燃料電池

蓄電池

エアコン

TV

スマートメーターEV

蓄積

データベース

電気事業者

加工

ビル

エネルギーマネジメントシステム

192.168.0.01

192.168.0.02

192.168.0.03

192.168.0.04

192.168.0.05

192.168.0.06

192.168.0.07

192.168.0.08

192.168.0.09

192.168.0.10 192.168.0.11

192.168.0.12

192.168.0.13
192.168.0.14

192.168.0.15

192.168.0.16

現実世界 抽象化した世界

交通システム

医療システム

スマートコミュニティのイメージ 

抽象化されたノード
とリンクを組み替え 

新システムを基にした 
革新的サービス 
スマートコミュニティ 

表層的には別々のシステムに見える機器・
システムが融合。新たな意味づけが与えら
れ、革新的サービスが誕生。 

実社会 
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このような発想で社会イノベーションを進め
ようとしたならば、 

 

「ノードを広く多層的に把握し、様々なリンク
を構想し具現化することを可能とする、基盤
的なテクノロジー」が大事。 

 

⇒ 「電力」という社会インフラのイノベー  
ションにおける「デジタルグリッド」の役割の
一つの理解。 



              

        
        
        
        

電力インフラのイノベーション
に対する社会の期待 
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        ３．１１  東日本大震災 

東京電力福島原子力発電所事故 

被災地復興 

地域自立型エネルギー需
給 

システム脆弱性の克服 

需給システムに「需要管
理」を本格組込み 

新産業分野への期待 

「需要管理」に関する新ビジ
ネス 

需要家も参画して実現する 
新しいスマートなエネルギー需給システムへの期待 

温室効果ガスの抜本的削減 
データ・ＩＴ制御で実現する新たな社会システム                   

蓄電池、エネマネ、系統安定技術による再エネ／分
散電源大量導入                   

震災後における期待と関心の高まり 
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   現在の電力網  ＜需給変動吸収型 中央集中制御系＞  

発電所 

 

十分な発電
能力を確保
することで、
いかなる需要
の変化もまか
なうという発
想 
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次世代の需給システム ＜自立分散型・・・需要家参加型の制御系＞  

発電所 

ＢＥＭＳ／ＨＥＭＳ 

太陽光パネル 

需要の現状・予測
と、システム全体の
最適化に向けた需
要制御とを、効率性
を高める観点から、
同時実行。←ＩＴと

データを駆使した最
適化 
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http://www.google.co.jp/imgres?q=smart+grid+meter&start=402&hl=ja&sa=X&rlz=1T4TSHD_jaJP324JP324&biw=1366&bih=579&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=wnO400wKlXWi3M:&imgrefurl=http://www.toshiba-tds.com/tandd/technologies/smartgrid/jp/mdms.htm&docid=FfHFqQ9HDB7SAM&imgurl=http://www.toshiba-tds.com/tandd/images/pages/technologies/smartgrid/mdms.png&w=550&h=350&ei=mcHKT8OcEOedmQXl_632Dg&zoom=1&iact=hc&vpx=854&vpy=106&dur=738&hovh=179&hovw=282&tx=113&ty=70&sig=102368579383023791557&page=16&tbnh=95&tbnw=150&ndsp=28&ved=1t:429,r:26,s:402,i:117


              

        
        
        
        

震災以降に求められているエネルギーマネジメント 

○「需要に合わせた電力供給の確保」（供給サイドの努力）に加えて、「電力供
給に合わせた電力利用」（需要サイドの努力）が、本格的に、エネルギー需給
安定のための主要要素に。 

電力需要 

時間帯 

電力供力 

電力が不足 

電力需給量 
供給増により対応（設備増強 等） 

需要減により対応（ピークカット・シフト等） 

従来の対応 

今後の対応 

機器の省エネ化（ハード） 
× 

エネルギーマネジメント（ソフト） 

需要側のアプローチ 

＝ 
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社会全体の需給のダウン
サイジング 
＝需給システム構築・維
持に係る費用対効果の向
上 



              

        
        
        
        

「電力システムに関する改革方針（平成２５年４月２日閣議決定）」の全体像 

総合資源エネルギー調査会 
総合部会 第２回会合 資料６－１より抜粋 
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新しい電力需給システムの下で
のイノベーションの可能性 
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・電力システム改革で生まれるイノベーションのチャンスは、 
需要家の「電力」に対する隠れた欲求を顕在化させ、それに
応える環境が開けること。 
 

 エネルギーマネージメント 
 多様な電力小売ビジネスの可能性 

 

・電力需給手法・プレイヤーの多様化、電力市場の多層化（
取引市場の充実）は、分散型エネルギー需給システムをメイ
ンに据えた場合においては、システム全体のロバストネスを
高める上で大きなプラス。「電力需給システムの社会全体で
のダウンサイジング」という、震災後の期待に応える上で重要
。同時に、イノベーションが期待される大きな「スペース」。 
 
 

エネルギーマネージメントと、電力選択の柔軟化 
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デジタルグリッドへの大きな期待 



              

        
        
        
        

デジタルグリッドへの期待 
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電力システム改革後の社会インフラとしての可能性 

電力システム改革での新しい技術・サービスの参入機会の中で、今
後新たなプラットフォームのあり方、新たなライフスタイルのあり方に
関して様々な提案がなされ、種々の選別プロセスを経て社会に実装。 

 

現在、普及しつつあるスマートメータ、ＨＥＭＳは、今まで総使用電
力量しか得られなかった電力データを、タイムスタンプとともにデジ
タル化することで、新たなデータの利用機会を創出。 

 

同様に、デジタルグリッド技術は、電力利用量というアナログデータ
を、インバータなどにおける変換量に着目することでデジタル化。こ
こから生み出されるサービスモデル（デマンドフィックス・発電源選択
サービス、災害時の優先電力融通など）も、その「提案」として、将来
の新たなプラットフォーム、ライフスタイルのあり方の提案として期待。 
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海外への展開・国際貢献―東アフリカの無電化地域での活用 

○２０１３年3月経済産業省情報経済課にて「東アフリカの無電化地域などにおけるITを活用
した送配電網及び課金システム構築に関する事業可能性の調査研究」事業を実施 

 
○東アフリカにおいて、ミニグリッドやエネルギー充電スタンドの課金システムの 
 ニーズにおいて、デジタルグリッドの活用が期待されている。 

ケニアの人口密度（左図）、及びグリッドの整備状況（右図）（2010年） 

ケニア タンザニア 

タンザニアのグリッドの整備状況（2008年） 


